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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施工へのBIMデータの受渡しと維持管理BIM作成業務における課題分析について、
梓設計と戸田建設から中間報告をさせて頂きます。

梓設計わたくし石川の方から概要と設計範囲と維持管理を説明させて頂き、施工範囲を戸田建設溝手さんより説明致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは概要ですが、
今回のプロジェクトは「PFI事業による」「横浜の合同庁舎」で
取組みを行っております。
スケジュールですが、この合同庁舎の工期が本年度9月から3年越しになってちょうど連携事業と重なっております。
ですので、この中間報告は「開始から数か月程度」の内容です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回大きく２つの取組みを行っております。
1つ目は
「設計から施工へのBIM受け渡しについて」
こちらは設計フェーズを梓設計が担当し、
施工フェーズを戸田建設が担当します。
また、「受渡しルール等を立案」し、「相互のヒアリング」を経て
まとめます。

2つ目は
「維持管理BIMについて」です。
「維持管理BIM作成」関連を梓設計が担当し、
「施工BIMから反映すべき内容」の課題分析等を
戸田建設が担当します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
早速その「取組みの内容」について
1つ目の
「設計から施工へのBIMの受渡し」ですが、
設計のフェーズからは
施工者に「BIMデータのどの部分が有効に活用できるか」
を正しく判断を頂くために、
まずは「設計で確定した範囲」と「モデル入力ルール」の共有を行います。
具体的には
「図面別確定範囲のリスト」や「モデル別の確定範囲のリスト」などを用意して、「BIMデータ」と「実施設計図書」との関係やどの属性情報が有用かについて受渡しの際の補助的な役割を担っています。

また、今後施工入力ルールとの意見交換を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にここでの①
設計からの受渡しデータの「在り方について」ですが、
「受渡しの意義」を「再確認」して、「現状とその課題を整理」します。

②での「データの標準化」です。
これは設計BIMデータのフェーズで作り手によってデータの作成方法がばらつかいない仕組みづくりが重要だと考えます。
そのために「ガイドライン」や「ワークフロー」の整備などの必要性があると考えます。

続きましてここからは施工範囲の説明のため
溝手さんに渡します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
引き続き、維持管理について報告致します。
本件の維持管理者であるのハリマビステム様にヒアリングの内容を報告します。
１つ目に
「維持管理者による保全業務のフロントローディングの効果が期待できる」のではないかといった内容の提案や意見を頂きました。


2つ目に
BIMの部屋、機器のジオメトリと既存の整備記録データべーつとの連携の可能性についても提案や意見を頂きました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日までの取組みは以上になりますが、
今年度のこれからの取組みについてまとめています。

・・・

以上が梓設計・戸田建設からの
報告になります。

有難うございました。
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